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育児休業等の手続に関する取扱要領の一部訂正について(通知) 

 

このことについて、令和４年９月 21日付け４高教福第 788号高知県教育長通知「育児休業

等の手続に関する取扱要領の制定について」により通知を行ったところですが、運用の実

態にあわせて下記のとおり訂正しますので、貴管内の職員に周知していただきますようお願い

いたします。 

   

記 

 

１ 本文（第８ 育児休業及び育児短時間勤務の終了届） 

  育児休業終了届出書の提出時期に関する記載を次のとおり訂正する。 

前 後 

１ 育児休業を承認された職員が職務復帰し
たときには、遅滞なく育児休業終了届書
（別記６）を提出するものとする。 

１ 育児休業を承認された職員が職務復帰す

るときには、事前に育児休業終了届書（別

記６）を提出するものとする。 

 

２ 育児終了届出書（別記第６）  

様式中の字句を次のとおり訂正する。 

前 後 

下記のとおり育児休業を終了し職務に復帰
しましたので報告します 

下記のとおり育児休業を終了し職務に復帰
しますので報告します 

３ 職務に復帰した日 ３ 職務に復帰する日 

 

問い合わせ先 

高知県教育委員会事務局教職員・福利課 

人事企画担当  

TEL： - -  

E-mail  



 

育児休業等の手続に関する取扱要領 

第１ 目的 

この要領は、地方公務員の育児休業等に関する法律(平成3年法律第110号)、職員の育児休業

等に関する条例(平成4年高知県条例第１号)及び職員の育児休業等に関する規則（平成11年12月

27日人事委員会規則第24号。以下「規則」という）に基づき、育児休業等の手続に関し必要な

事項を定めるものとする。 

 

第２ 育児休業の承認の請求 

１ 育児休業の承認を受けようとする者は、育児休業承認（期間延長）請求書（別記１：規則

第１号様式）に、請求に係る子の氏名、続柄等及び生年月日を証明する書類を添えて請求す

るものとする。 

２ 既に育児休業をした者が、同じ子について３回目の育児休業（既に２回の育児休業（育児休

業法第２条第１項各号に掲げる育児休業を除く）を取得した場合のものに限る。）の承認を受

けようとする場合は、育児休業承認（期間延長）請求書の特別の事情の欄に再度の育児休業が

必要な事情を記入して請求するものとする。なお、この場合には、前項に規定する請求に係る

子の氏名等を証明する書類は要しない。 

３ 請求に係る子以外に３歳に満たない子を養育する場合にはその氏名、続柄等及び生年月日

を、請求に係る子が養子の場合には養子縁組の効力が生じた日等を備考欄に記入するものとす

る。 

 

第３ 育児休業期間の延長 

１ 育児休業期間の延長を請求しようとする者は、育児休業承認（期間延長）請求書により行う

ものとする。 

２ 育児休業期間の延長の承認を受けた者が、当該期間の再度の延長を請求しようとする場合は、

育児休業承認（期間延長）請求書の特別の事情の欄に再度の延長が必要な事情を記入して請求

するものとする。 

 

第４ 育児短時間勤務の承認の請求 

１ 育児短時間勤務の承認を受けようとする者は、育児短時間勤務承認（期間延長）請求書

（別記２：規則第４号様式）に、請求に係る子の氏名、続柄等及び生年月日を証明する書類

を添えて請求するものとする。 

２ 既に育児短時間勤務をした者が、同じ子について再度育児短時間勤務の承認を受けようと

する場合は、育児短時間勤務承認（期間延長）請求書の特別の事情の欄に再度の育児短時間勤

務が必要な事情を記入して請求するものとする。 

なお、この場合には、前項に規定する請求に係る子の氏名等を証明する書類は要しない。 

３ 再度の育児短時間勤務の承認を受ける場合は、育児短時間勤務計画書（別記３：規則第３

号様式）に請求者の計画を記入のうえ、１の育児短時間勤務承認（期間延長）請求書と同時に

提出するものとする。 



 

 

第５ 育児短時間勤務の期間の延長 

１ 育児短時間勤務の期間の延長を請求しようとする者は、育児短時間勤務承認（期間延長）

請求書により行うものとする。 

２ 育児短時間勤務の期間の延長の承認を受けた者が、当該期間の再度の延長を請求しようと

する場合は、育児短時間勤務承認（期間延長）請求書の特別の事情の欄に再度の延長が必要

な事情を記入して請求するものとする。 

 

第６ 部分休業の承認の請求 

１ 部分休業の承認を受けようとする者は、部分休業承認請求書（別記４：規則第５号様式）

に請求に係る子の氏名、続柄等及び生年月日を証明する書類を添えて請求するものとする。 

２ 請求に係る子について、職員以外の当該子の親が部分休業等の制度の適用を受けている場

合には、その内容を備考欄に記入するものとする。 

３ 部分休業の承認が、職員からの申請に基づき取り消された場合は、その旨を裏面に記入す

るものとする。 

 

第７ 養育状況の変更の届 

育児休業、育児短時間勤務及び部分休業をしている職員は、休業に係る子が死亡若しくは

職員の子でなくなった場合又は休業に係る子を養育しなくなった場合には、遅滞なく養育状

況変更届（別記５：規則第２号様式）を提出するものとする。 

 

第８ 育児休業及び育児短時間勤務の終了届 

 １ 育児休業を承認された職員が職務復帰するときには、事前に育児休業終了届書（別記６）

を提出するものとする。 

 ２ 育児短時間勤務を承認された職員が職務復帰したときには、遅滞なく育児短時間勤務終了

届出書（別記７：平成 22年３月 31日付け 21高教政第 1991号高知県教育長通知別紙様式）

を提出するものとする。 

 

第９ 人事異動通知書の交付 

育児休業及び育児短時間勤務(期間の延長を含む。)の承認、承認の取消し及び職務復帰につい

ては、人事異動通知書を交付するものとする。 


